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小 ・中学校に お い て 弱視児 が感 じる困難とその 対応

　　　　　　　　一教 科学習 に着目 して一
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　小 ・中 ・高等学校 に在籍する弱視児 の 中に は公的な支援 を受 けず学校生活 を送 っ て

い る もの も多 くい る と考えられ る 。 本研究は 、 小学校 ある い は小 ・中学校 に在籍 した

経験の ある弱視者 8 名を対象に半構 造化面接 を行い 、 教科 学習 で 感 じて い た 困難や支

援体制を 明 らか にする こ とに よ り、 今後の イ ン ク ル ーシ ブ教育実現 に向けた支援 の あ

り方 を考 える手がか りとする こ とを目的 と した。そ の 結果、全体 と して は文字の読み

や 指示語で の 説 明に関する困難が多か っ た 。

一
方、各教科 の 特性 と して は、実技 を伴

う教科 （理科 ・体育等）には作業や活動へ の参加 の 困難が 、 主要教科 （社会 ・算数等）

で は資料や 文字処理の 困難があ る こ とが示され た 。 最後 に 、 小 ・中学校に在籍す る弱

視児の 支援 には  授業へ の主体的な参加 を促す指導、  補助具の 紹介 ・指導、  見や

すい 教材の 提供 、   使い やす い 用具の紹介 ・教示 、   具体的 な説明 、   障害の 理解
・

周知 、   移動の 際の 配慮 の 7項 目が 重要で ある と考えられ た。

キ
ー ・ワ ー ド ：弱視　小学校　中学校 　教科学習

1．問題の所在 と目的

　こ れ ま で 学齢期の 視覚障害児の 多 くが視覚特

別支援学校 （盲学校）に在籍 し教育を受けて き

た が、近年 、 小学校 、中学校 ある い は高等学校

に在籍す る視覚障害児が 増えて きて い る 。小 ・

中学校 に設置 されて い る弱視学級 は昭和 8 年東

京市南 山尋常小学校に初め て設置 されて 以 来戦

後数 を増し、平成 23年度に は、小学校で は設置

学級 245学級、児童 数 292名 、 中学校で は設 置

学級 77学級 、 生徒数93名とな っ て い る （文 部

科学省初等中等教育局特別支援教育課 ， 2012）。

一
方、盲学校 に お い て は、昭和 26 年に和歌山県

立和歌 山盲学校 に弱視学級が設立 され 、 翌年、

大阪市立盲学校 で 弱視児に普通文字 だけを用 い
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た教育が開始 され 、昭和 29年の 正式な弱視学級

の 設置につ なが っ た （小林 ， 2008）。

　弱視学 級と一口 に 言 っ て もそ の 指導形 態は

様 々 で あ り、工 藤 ・瀬尾 （1982）は、全て の 授

業 を弱視学級で行 う固定方式、主要教科 は弱視

学級 ・それ 以外の 教科 は普通学級で指導する と

い う協力学級方式、現在の 通級 に よる指導にあ

た る 資料 室方式 （リ ソ
ース ル ーム 方式）、巡 回

教師方式など を指摘 して い る 。 また小 ・中学校

に 在籍する視覚障害児 へ の 障害に応 じた専 門的

な教育を行うため 、 自立活動領域の指導 と教科

補充的指導を行う通級に よ る指導が平成 5 年度

よ り制度化 され、在籍学校の 弱視学級 で指導を

受ける 自校通級指導や 、弱視学級の ある学校へ

通級す る他校通級 指導が 行われて い る 。 千 田

（1996）は、自校通級指導 と他校通級指導 の 課

題に つ い て指摘 して い る 。 自校通 級で は 、 教科

補充的指導が主 になる と家庭教師的色彩が濃 く

1

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　



Association of Disability Sciences, Japan

NII-Electronic Library Service

Assoolatlon 　of 　Dlsablllty 　Solenoes 厂　Japan

大 山　歩美
・
小林　秀之 ・森　まゆ

な り、在籍学級で の 積 み残 し指導 を弱視学級 に

期待させ られ る こ と 、 他校通級 にお い て は、通

級 して くる弱視児の 実態が他校 に在籍 して い る

た め掴 み に くい 、通学 の 安全性を確保 しなけれ

ばな らない などの 課題が 挙げられ て い る 。 さら

に、弱視通級指導教室 の 教育にお い て は、在籍

学級担任 と弱視通級指導教室担 当教 師が協力や

役割分担 を して指導に 当た っ た り、他の 教 員や

子 ど もたちへ の 理 解を啓発 した りする こ とが大

切で ある と指摘され て い る （樋 口，2006 ：佐島 ・

山本 ・
五 十嵐 ・本島 ・山本 ，

2006）。

　こ の ように弱視特別支援学級で の 教育や通級

に よ る指導が行 われて い る
一
方で 、公 的 な支援

を受けず学校生活を送 っ て い る弱視児 も多 くい

る 。 平成 16年度の 調査 に よれば 、 1739名の 弱

視児 （点字使用者は 除 く）が 小 ・中学校に在籍

して い るが （池尻，2005）、そ の うち、通級 に

よる指導を受けて い る 152名を除 い た 、1587名

の 弱視児は視覚特 別支援学校 （盲学校）の 教育

相談 を活用するか 、公的 な支援の な い ままに学

校生活 を送 っ て い る と考えられる 。 太 田 （1996）

は 、 昭和 60年度か ら平 成 6年度に 東京都 の 小

学校弱視学級を卒業 した子 どもの うち中学校に

進学した生徒 に対 して 、 学習状 況 の 調査を実施

して い る 。 こ れ に よれ ば 、合計 78 名 の 卒 業生

の うち約半数の 37名が 中学校に進学 して お り、

公的な支援 の ない ままに 中学校生 活 を送 っ て い

る こ とがわか る。

　小 ・中学校で学ぶ 弱視児の 学 習 ・生活上 の 困

難をみ る と、太田 （1996） に よ っ て 、弱視生徒

は学習ス ピードの 面や プ リ ン トの 見に くさ 、 体

育や 技術家庭科な どの 実技教科の 面で 特 に困難

を感 じて い る こ とが指摘 され 、補助具 の 利用や

自身で の 作業の工 夫、教師や友人か ら支援 を受

ける形で学習して い る こ とが示 され て い る、一

般 に、弱視児 ・者 には 、 読み ス ピー
ドの 遅 さや

資料 の 読み に くさ とい っ た読み に関す る困難が

ある こ とが 指摘 されて い る （太田 ， 1997 ：樋口
，

2005；小林，2008）。 また、宮田・古川 （1999）は、

弱視生 徒 に対す る実技教科の 教育相談の 有効性

と指導 の 在 り方に つ い て報告 して い る 。 そこ で

は、弱視児の 実技教科 に 対する 苦手意識は、本

人の 経験不足等 か らくる 自信 の なさに加え、教

員 に よ る 「弱 視生徒 は危 険が 伴う」「生徒が 多

い 」 な どの 考 えか ら
一

人
一

入 の 生 徒 に対す る

フ ォ ロ ーが しに くく、 結果的に作品が完成で き

ずに授業が 終了 して しまうこ とが 多い と指摘 し

て い る 。

　
一方、弱視 児の学校 で の 生活場 面 に つ い て

は 、 太田 （1997）に よ り弱視児が学校で 生活上

感 じて い る困難 に つ い て 報告されて い る 。 弱視

児 は相手の 顔が 見えに くい た め 自分か ら声 をか

けて 友人 を作 る の が苦手で ある など 、
コ ミ ュ ニ

ケーシ ョ ン の 面で の 困難が多 く、 そ の ため に友

人関係の トラ ブ ル に 発展す る こ とも多 い
。 また 、

制服 の あ る学校や運動会な ど全員が 同 じ服装 を

して い る とこ ろで は 、友人 を見分けに くく、集

合や 整列 の と きに戸惑 うな どの 困難が ある 。

　 こ の よ うに小学校や中学校 に在籍する弱視児

に対す る学校場面で の 困難な点や 支援体制に つ

い て の研 究は行われて い る もの の 、 散見 され る

程度 で あ り、 小 ・中学校で の 学習場面 におい て

各教科 を網羅 して詳細 に分析 した もの は見 られ

な い 。

　内 閣府障が い 者制度改革推進本部障が い 者制

度改革推 進会議の 第二 次意見 （2010）で は 、障

害が あ る子 ど もとない 子 どもが 同 じ場 で 学ぶ イ

ン ク ル ーシ ブ教育 を原則 とし、 就学先の 決定は

本人 ・保護者の 意思に反 しない こ と、 障害の あ

る子 どもに合理 的配慮や必要 な支援 の 提供を行

うこ とが うた わ れ 、 今後 ます ます小 ・中 ・高等

学校 に在籍す る視覚 障害児 が増 える と考 え ら

れ、それぞれの 学校場面で の支援の 専門性が重

要 となる 。

　そ こ で 本研究 では、小学校 あるい は小 ・中学

校に 在籍 した経験の ある弱視者 を対象 とし、学

校場 面、特に各教科にお い て 感 じて い た 困難や

支援体制 、 必要 とする支援 を明 らか にするこ と

で 、今後の イ ン ク ル ー
シブ教育実現 に向けた支

援の あり方を考 える上で の 手が か りとするこ と

を目的とす る 。
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皿．方法

　 1 ．対象

　調査協力者は 、小学校ある い は小 ・中学校 に

在籍経験 の あ る弱 視者 8名 （A 〜H ） とし、全

員盲学校高等部で 教育 を 受け卒業 した 者 とし

た。こ れは、視覚障害に配慮 した環境で学ん だ

経験 は ニ
ーズの 自覚に つ ながる （鳥 山，2006）

こ とか ら 、 小 ・中学校で の 必要な支援や ニ ーズ

を よ り明確 に把握 で きる と考 えた た め で ある 。

協力者は男性 2名、女性 6名で あ り、 年齢 は 20

〜 22歳 で あ っ た 。 協力者 の 小 ・中学校 在籍当

時の 視覚障害の 状態 と教育経歴 をTable　1に示

した。B と D は小学校 を卒業 した後、盲学校 中

学部 に進学 した 。 A 、　 H は小学校 の と きに弱 視

通級指導教室 に他校通級 して お り、 B は弱視学

級の ある学校に在籍 し自校通級 して い た 。 学外

か らの 支援 と し て 、 D 、
　 F、　 G に つ い て は 幼 少

期か ら眼科の ロ ービ ジ ョ ン ク リニ ッ クで視覚補

助 具等 の 訓練 を受け て お り、D 、　E、　H は盲 学

校 の 教育相談 を受 けて い た。C に つ い て は中学

校の ときに視覚障害 を発症 して お り、学外か ら

の 支援は特 に受けて い なか っ た 。

　 2 ．調査方法

　本人 を対象に 半構造化面接 を行 っ た 。 面接 は

筆頭著者が担当 した 。

　 3．調査項 目

　調査項 目は （1）フ ェ イス シ
ー ト （性別 、 年齢 、

眼疾患 、 障害の 発症年齢、視機能、教育経歴 な

ど）、（2）学習場面で の 状況 （各教科にお ける

当時感 じて い た 困難 、 教師や友人 か ら受けて い

た支援、困難の 自己解決方法や 工 夫、当時感 じ

て い た授業へ の 希望、現在か ら当時を振 り返 り

感 じる授業 へ の 希望）か らな る 。 調査 項 目は 、

太田 （1996）、 鳥 山 （2006） の 調査項 目を参考

に、視覚障害学 を専 門 とする 大学生 2 名、大学

院生 2 名、大学教員 1名、視覚特別支援学校教

諭 1名で合議 し決定 した 。

　 4．分析方法

　デ
ー

タ の 分析 方法 と して は 、 IC レ コ
ー

ダ
ー

に 録音 した音声デ
ータ を逐語 デ ータ化 し、その

後、 調査項 目 ご とに カ テ ゴ リー化 した 。 逐語デ
ー

タ の 整理 にお い て は、視覚障害学を専 門とす る

大学生 2名、大学院生 2名、大学教 員 1名 で 行

い 、 評 定が
一致 しなか っ たもの に つ い て は協議

を重ね 決定 した 。

皿．結果

　それぞれの 調査項 目にお い て カテ ゴ リ
ー化 し

た デ
ー

タは 、 全教科 を通 して の 事項 と各教科 の

特性に関わる事項 に整理 された 。

Table　1　調査協力者の 小 ・中学校在籍当時 の 視覚障害の状態

協力者 A B C D E F G H

眼疾患名

当時 の

視 力値

教 育 経歴

・第
一
次硝

　子体過形

　 成遺 残
・白内 障

右 ：0
左 ：0．07

小 ・中学校
※ 小 ；弱視

通 級指 導教

室 通 級

・未 熟児

網膜症

右 ：0．03
左 ：0．1
小学 校

※ 弱視学級

自校 通級

盲学校 （中

学部）

学外 か ら

鸚 擘韓 賛 ・・ な・

る 支援

・
緑内障 ・全色盲

両眼 ：（0，1＞　 両 眼 ：（0．15）

小 ・中学校

特に な し

小 学校

盲 学校 （中学

部）

小 ：ロ ービ

ジ ョ ン ク リ

ニ ッ ク

保育園年長 ・

小 ：盲学校教

育 相 談

・黄斑 部

変性 症

・先天 性虹
　 　 　 　 　 ・網 膜 芽
　彩 欠損症
　 　 　 　 　 細 胞腫・

白内障

両眼 ：0．15

・網膜色 素

変性症

右 ：0，04 　 　 　 　 　 　 　 　 　 右 ：（O．3＞
左 ：0．03　　　　　　　　　　　 左 ：（0．06）

　 　　　 　　 　　 　　 　　　 　 小 ・中学校

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ※ 小 4〜6 ：

小 ・中学校 小
・
中学 校 小 ・中学校

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 弱視 通級 指

　 　　　 　　 　　 　　 　　　 　 導教室

小 3 ・4 ：盲 ロ
ービジ ョ ロ ＿ビ ジ ョ

小 1〜4 ；大

護
校 教

卿
リニ ツ

｝
’ ク リニ ツ

灘
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　 1 ．全教科を通 しての 事項

　ど の 教科 の 学習に も共通す る と考え られ た困

難 と支援の 内容 をTable 　2、　 Table　3に、困難の

自己解決方法 や 工 夫 を Table　4 に示 した 。こ れ

らの 整理 にあた っ て は、教科学習全体に関わ る

と考えられ た項 目に対 し、各教科の 中か らそれ

ら に含 まれ ると考 え られ る項 目を加 え整 理 し

た 。 なお 、 こ こ で は回答数が 5 件以 上 の 項 目に

つ い て示 して い る。

　（1）困難 ：全教科を通 して の 困難で は、文字

の 読み に関す る もの が最 も多 く （A ，C，D ，E，E
G

，
H ）、 指示語で の 説明 （A ，

　C ，
　E ，

　F，　G，　H ）、 色

の 見 え に くさ （C ，D ，E ，H ）に つ い て の 項 目が

多か っ た （Table　2）。 文字 の 読 み の 困難の 内容

として は、文字の小 ささ に よる文字の 読みに く

さや読み の 遅 さ、 漢字や数字の 見えに くさがこ

れ に含 まれた 。 また 、 行換 えや 読み箇所の 把握

の 難 しさ、縦書きの 文章の 読み に くさにつ い て

Table　2　全教科 を通 して の 困難

項 目 件数

文 字の 読み

指示 語 で の 説明

色 の 見 え に くさ

板書視写
・
板書の 読 み

移 動 の しに くさ

グ ラ フ ・表の 読 み取 り

障害理 解 ・障 害教 示

目盛 りの 読み 取り

道具 の 配 置 把 握

写真 の 見 え に くさ

説明書の 読み取 り

読 み に よ る 目の 疲労

57542198311111

戸
り

己
U

尸
D

尸
0

※ 件数は，複 数 回 答を そ れ ぞ れ カ ウ ン トした．

Table　3　全教科 を通 して の支援内容

項 目 件数

作業 の 代行 ・手伝い

拡大教材 の 提供 ・教材 の 工 夫

声か け

座席位置 の 配慮

板書 の 読 み 上げ

机間巡視

板書 の 配慮

図や グ ラ フ の 線 なぞ り

弱視学級 ・通級指導教室等 で の 授業 ・指導

004886555521

※件数は，複数回答 をそれぞれ カ ウ ン ト した．
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Table　4　全教科を通 して の 困難 の 自己解決
・工 夫

項 目 件数

用具 の 工 夫

補助具 の 使用

分かりや すい 印付け

援 助 依 頼

授業内容
・
板書等 の 確認

役 割 を見 つ け て行 う

同級生 の 作業の 観察

屋 外 活 動 で の 友人 との 行動

自分なりに行う

教科書の 読み練 習 ・予 習 ・復 習

視覚以 外の 感覚を使う

作業手順の 確認

見 え な くて も見 える よ うに 振る 舞 う

4339998666655221

※ 件数 は，複数 回答 をそ れ ぞ れ カ ウ ン トした。

の 回答 も挙げ られた 。 次 に多か っ た指示語で の

説明に よる困難 は、理科や社会、技術や 家庭科

で特 に多か っ た 。 そ の 中で も作業場面 で 指示語

が使 わ れ る際 の 難 しさが 突 出 して 多 く、 「次 は

こ の ように して くだ さい 」な ど の 指示語とと も

に動作を交 えなが ら作業の 説明をされ て も分 か

らない とい う回答が 目立 っ た 。 色の 見えに くさ

に つ い て は 、 理 科で の リ トマ ス 試験紙 の 識別や

図画工作 ・美術 で の 色の 使用の 難 しさなどが含

まれ る 。 こ の 項 目は色覚の 感度 の 低下 があ る協

力者 D と E に つ い て 特に 多 く挙げられた 。

　（2）支援 ：全教科 を通 して の 支援で は、作業

の 代行や 手伝 い が 50件 と突 出 し て 多 く （A 〜

H ）、続い て拡大教材の提供 ・教材の 工 夫 （A ，B，

C，D，　E，G ，H ）、声かけ （A ，D ，E，F，G，H ） など

が 多 い こ とが示 された （Table　3）。 作業 の 代行

や手伝 い の 内容 は 、 理科の 実験や観察、家庭科

の ミ シ ン や調理実習 な どを代わ りに して もらっ

た り、手伝 っ て もらっ た りと い っ た もの で あっ

た 。 支援の 提供者 を見る と 、 友人に よ る支援数

（33件）が教師に よる支援数 （16件）の 倍以 上

で あ り、 作業の 代行や 手伝い の 多くは友人に し

て もら っ て い た こ とが わ か る。協力者 か らは、

自身で作業 を行わ ず代行 して もら っ て い たた め

に学習内容がわか らなか っ た 、 授業に参加 して

い る実感が な くつ まらなか っ た と い っ た 回答が

多 く挙 げ られ、実際に は作業 へ の 主体的な参加

を希望 して い た 。 しか し、自身が作業に参加す

る と時 間が かか り周囲に迷惑がかか る と考 えて

い たため 、 作業 へ の 参加の 希望 を言わなか っ た

り、学習内容がわか っ た よ うに振 る舞 っ て い た 。

　（3）困難の 自己解決 ・工夫 ：全教科を通 して

の 困難の 自己解決 の 方法 と して は、授業を受 け

る にあた っ て の 使 い や すい 用具の 使用 （A ，
B，C ，

D ，E，　G ，
　H ）や 補助具の使用 （A 〜H）、 分か り

やす い 印付け （C ，
D

，
　E，　F，　G ，　H ） などの 自身で

の工 夫が 回答された （Table　4）。 最も件数 の 多

い 用具 の 工 夫に は 、 使 い や す い 作図器や 糸通 し

器の使用、見やす い ノ ー トの 購入 な どの 工 夫が

含 まれ る。 これ らの 用 具は 自分で 見 つ けた り考

えた りした もの もあ れ ば、視覚特別支援学校 （盲

学校）や眼科か ら紹介され て使 っ て い た もの も

あ っ た 。 次 に件数の 多か っ た補助具 の 使用 は全

員か ら回答が出 され 、 見 えに くい 場合に単眼鏡

やル ーペ 、拡大読書器や遮光眼鏡 などを使 っ て

見て い た。協力者の 中 には、教科書 を見 る場合

一 5 一

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



Association of Disability Sciences, Japan

NII-Electronic Library Service

Assooiation 　of 　Disability 　Soienoes 厂　Japan

大山　歩美 ・小林　秀之 ・森　まゆ

に は ル
ー

ペ を使 い 、地 図を見る場合 に は拡大読

書器 を使 うなど 、 学習場面に 応 じて 使 い 分けて

い る者が多 か っ た 。 協力者 C に つ い て は中途視

覚障害で あ っ た こ ともあ り補助具 の 知識が 乏 し

く、虫眼鏡 をル ーペ として使用 して い た。

　 （4）当時感 じて い た授業へ の 希望 ・希望 の 支

援 ：全教科を通 して の 小 ・中学校在籍当時感 じ

て い た授業 へ の 希望や希望の 支援 を整理 した結

果 、 希望 の 項 目と件数は、「授業へ の 主体的な

参加」3 件 （C，E ，
　F）、そ の 他 1 件 （B）で あ っ た 。

授業 へ の 主体的 な参加は理 科の 実験や 観察で 主

体的に参加 した い と思 っ て い た と い うもの や 、

協力者 C か らの 、 本当は体育 の 授業 に参加 して

身体 を動かす活動が したか っ た とする回答が含

まれ る 。

　 （5）現在か ら振 り返る授業へ の 希望 ・希望の

支援 ：現在 か ら当時を振 り返 り当時あ っ た ら よ

か っ た とする授業へ の 希望や 希望の 支援 を調査

した結果、「授業へ の 主体的な参加」32件 （A ，C，

D
，
E

，
F

，
　G ，

　H）、 「見や す い 教材の 提供 ・使用」

26件 （A ， C ，
D ，E，F，H ）、「具体的な説明」8 件 （A ，

C，E，　G ，　H ）な どが挙げられ た 。 最 も多か っ た

授業 へ の 主体的な参加は、理科 の 実験や 図画工

作 ・美術 で の 作業な ど を主体 的に行 い たか っ た

とす る もの で あ っ た 。 次 に 多か っ た見や す い 教

材 の 提供 ・使用の 内容と して は 、 配布プ リ ン ト

の 見 やす い 文字や 扱 い や す い 大 きさで の 提供 、

簡略化 され た 地図の 使用、見やすい パ ソ コ ン の

使用 などで あ っ た 。

　 2．各教科の特性に関する事項

　
一

方、各教科の 特性 に関わ る事項 に つ い て整

理 した結果、一
人 あた りの 困難 の 多 い 順 に、理

科、社会、保健 ・体育、技術、図画工 作 ・美術

＝家 庭科 （同数）、 算 数 ・数学、英語 、音楽、

国語 、 生 活で あ っ た 。 さ らに、そ れ らの 困難の

項目 を分類 し、a．作業 ・活動 、
　 b．資料 ・文字

処理、c ．遠 距離、　 d．パ ソ コ ン 、
　 e．指示語 で

の説明、f，色識別、　 g．移動 の 7 つ の 分類 に分

け、そ れ ら を付記 した もの を Table　5に示 した。

以下 は 、 困難の 件数の 多 い 作業 ・活動 と資料 ・

文字処理の 2 つ の 困難分類に焦点を当て 、各教

科の 結果 を整理する 。

　 （1）主 に作業 ・活動 に困難の ある教科 二作業

や 活動 に 困難の ある 教科 と して 整理 され たの

は 、実技 を伴 う教科であ る理 科、生活、保健 ・

体育、技術、家庭科、図画工作 ・美術、音楽で

あ っ た 。

　  理科 ：理科 で は、実験や観 察の 困難が多 く

挙げられ た 。 中で も最も多か っ た の は 実験 へ の

参加の 12件 （A ， C ，
D

，
E，F，H） であ っ た 。

　  生活 ：生活で は、作 業手順の 把握 （A ，H ）

な どの 難しさ 、 学校探検で の 暗い 場所 の 移動の

しに くさ （H ）が 回答され た。

　  保健 ・体育 ：保健 ・体育で は 、 球技の 困難

が 20 件 と突 出 して 多 く （A 〜H ）、 そ の うち 16

件 は ボ
ール の 位置把握に 関す る難 しさで あ っ

た 。 球技 の 困難に対 して は ル ール 等の 変更や 工

夫がなされて い た場合 もあ り、ソ フ トボール で

球を転が して もら い 打 っ た り、バ レーボール で

ア タ ッ ク の み を担 当 した りする などが行 われ て

い た 。 協力者 C につ い て は すべ て の 体育の 授業

を見学 してお り、身体を動かす活動は して い な

か っ た 。

　  技術 ：技術 で は 、 は ん だ付けや の こ ぎ りの

使用 な ど の作業 の 難 しさ、パ ソ コ ン 画面の 見え

に くさな どが挙 げられた 。

　  家庭科 ：家庭科 で は、 ミシ ン の 使用 や調理

実習の 難 しさな どが 回答され た 。 最 も件数の 多

か っ た ミ シ ン の 使用 に つ い て は、セ ッ テ ィ ン グ

方法の 分か りに くさ、ミシ ン針 へ の 糸の 通 しに

くさな どが挙げられ た （D ，E，　F，　G，　H ）。

　  図画工作 ・美術 ：図画工 作 ・美術で は、描

画や 色の 識別 、 写生 に つ い ての 難しさが挙 げ ら

れ た 。描画の 難 しさに は、絵 の 細 か い 箇所 に色

が塗 りに くい 、自分 で絵 を描 い て い る ときに全

体像 が掴 み に くい などが挙げられ た （B ，
C

，
　E）。

　  音楽 ：音楽で は 、 楽譜 を見なが らの 演奏が

難 しい
、 木琴や 鉄琴 などの 鍵盤打楽器の 演奏が

難 しい とい う楽器演奏に 関す る困難が最 も多 く

挙げ られた （A ，C ，E，F）。

　（2）主 に資料 ・文字処理 に 困難の あ る教科 ：

資料や 文字処理に 困難の ある教科 とし て 整理 さ
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Table　5　各教科に おける困難

実 験 へ の 参加

実験 器具 の取 り扱 い

観察

測 定値 の 読 み 取 り

顕微鏡

文字 ・図表 ・グ ラ フ の 読み取 り

指示語 で の 説 明

色識別

その 他

地図の 読み 取 り

資料集の 読み 取 り

写真 の 見 えに くさ

グ ラ フ ・表の 読 み 取 り

拡大 プ リン ト・地図の 紙が 大きい

　 こ と に よ る見 え に く さ

板書量の 多 さ

見学内容の把握

指示語で の 説 明

施設内の 移動

見 学 しなが らの メ モ 取 り

そ の 他

球 技

ハ
ー

ドル 走

長縄跳 び

屋外で の 授業

走 り幅跳 び

跳 び箱

走 り高跳 び

その 他

パ ソ コ ン 画面の 見 え に くさ

は ん だ付 け

の こ ぎりの 使用

教 師 に よる ス ク リ
ーン ・小画面 で

　 の パ ソ コ ン操 作説明

電 動の こ ぎりの 使用

説明書 の 読み 取 り

パ ソ コ ン の 拡大機能等の知識 の

　 乏 し さ

指示語で の 説明

そ の 他

件数 　 困難分類　教科

描画

色の 識別

写生

図工 室 ・美術室 の 道具 の 配 置

　把握

糸 の こ ぎ り
・
電 動の こ ぎ りの

　使用

釘打 ち

カ
ー

ボ ン 紙の 使用

彫刻刀の 使用

その 他

ミ シ ン の 使用

調 理 実 習

チ ャ コ ペ ン の 見 え に くさ

針へ の 糸通 し

指示語で の 説明

計量

時 間内の 作業

保 育 実 習

そ の 他

算 　 作 図

数　数字 ・数式 ・文字 の 読み取 り

数　 グ ラ フ ・表の 読 み取 り

学 　 そ の 他

リ ス ニ ン グ 問題

遠距離 で の教材使用

そ の 他

楽器演奏

楽 譜の 読 み取 り

歌 詞の 読み

指揮 の 見え づ ら さ

そ の 他

漢字 ・漢文

習 字 ・書 写

その 他

件数　困難分類

生 　 作 業の 手順 の 把握

活
　 　　その他

※ 困難分類 は，a，作 業 ・活動，　 b資料
・文字処

　理，c，遠距離，　 d．パ ソ コ ン
，
　 e．指示語 で の 説明，

　t色識 別，g，移動 を示 す．
※ 件数 は ，複数 回答 を そ れ ぞ れ カウ ン トした．

れ た の は 、 主要教科 で ある社会、算数 ・数学、

英語、国語で あ っ た 。

　  社会 ：社会 にお い て は 、 通常の 授業 と社会

見学の 内容に分け、その 具体 的な内容を整理 し

た。通常 の 社会 の授 業で は、地 図や 図表、グ ラ

フ 、 写真 とい っ た資料の 見 えに くさが 多 く挙げ

られた 。 地図の 読み取 りに つ い ては 、 情報量が

多 い こ とに よる地 図の 検索の しに くさ、 等高線
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の 見えに くさな どが挙げ られた （A ，C，　D ，　E ，　F，

G
，
H ）。

　
一

方 、 社会見学で は、 見学内容の 把握や 指示

語で の 説明 、 施設内の 移動に よ る困難な ど、困

難分類 の 全体 にわた っ て 回答が出され た。見学

内容の把握で は 、 見学施設 におい て見学す るも

の が遠 くて わか らない 、 ガ ラ ス 張 りにな っ て お

り近付 けな い などの 回答が挙げられ た （A ，
D

，
　E

，

F， G ， H ）。

　  算数 ・数学 ：算数 ・数学で は、乗数な どの

数字や数式、文字の 読み取 り （A ，
C

，
　D

，
　E

，
　F

，
　G ，

H ）、 グ ラ フ ・表の 読み取 り （A ，D ，　E ，　H ） など

の 困難が多く挙 げ られた 。 また、作図の 困難 （A ，

C ， D ， E ， G ，H ）につ い て も多 く回答 され 、 算数 ・

数学は資料 ・文字処理 と作業 ・活動の 両方に困

難が多い 結果 とな っ た 。

　  英語 ：英語の 中で困難が 多か っ た の は リス

ニ ン グ 問題で 、 解答時間が 限 られて い るため に

問題文を読み きれない 、 その 時間の 中で絵や 写

真 を瞬時に把握 して選択する こ とが 難し い とい

う回答が挙げ られ た （C ，
E

，
H ）。 また 、 次 に多

く挙げ られたの は遠距離で の 教材使用 に よる困

難 （C ，E ，
　G ）で あ り、 DVD をク ラ ス で鑑賞す

る際画面 との 距離が遠 く見 えに くか っ た とい う

困難が 含ま れ る 。 DVD は英語 で あ る ため 、 同

級生は 映像を見て そ こ か ら内容把握 をする手が

か りが見 つ けやす い が、映像が わ か らない と内

容 を把 握す る の が 難 し い と い う回答が 出 され

た 。

　  国語 ：国語で は 、 漢字や漢文 の学習 （C ，
D

，

E，F，H ）に つ い て 回答 され、特 に細か い 漢字の

学習が し に くか っ た とい う回答が多か っ た 。 ま

た 、習字 ・書写の 困難で は、視野が 狭い た め に

大 きな文字 を書 い た りバ ラ ン ス を取 っ た りす る

こ とが難 しい など の 回答が出 された （C，D ）。

N ．考察

　 1 ．全教科 を通 しての考察

　全教科 を通 して み る と、文字の読み に関す る

困難が最 も多 く、 太田 （1996） らの 指摘 と類似

した結 果とな っ た 。 こ の よ うな文字の 読みに対

す る支援 として 、教師は拡大教材の 提供 などを

行 っ て い た こ とが わか る 。 また 、 弱視児本人 も

補助具の 使用や 教科書の 読み 練習な どを して、

そ の 困難 を解決 しよ うと して い た こ とが示 され

た。

　支援 の 項 目にお い て は、作 業の 代行や 手伝 い

が突出 して多 く、作業の 達成感を得 られ て い な

か っ た協力者が多か っ た 。 作 業におい て達成感

が得 られ て い な い と い う点 で は 宮 田
・
古川

（1999） と類似 して い たが 、そ れ は本研究で は

教師が 関わ りに くい か ら とい うよ りもむ しろ教

師や 友人が 過度に 関わ る こ とに よる経験不足 か

ら来て い る と考え られた。その ため、希望の 支

援 の項 目にお い て は、授業へ 主体的に 参加 した

か っ た とす る 回答 が多 く出 され た と考 え られ

る 。

　希望の 支援の 項 目に お い て 、 小 ・中学校在籍

当時感 じて い た授業 へ の 主体的な参加の 希望 は

3 件で あ っ たの に対 し、現在 か ら振 り返 り当時

必 要 だ っ た とす る希望 は 32件 とか な り増加 し

て い た 。 これ は協力者が小学校ある い は 中学校

卒業後 に盲学校 に進学 し学ん だ経験が 大 きく影

響 して い る と考えられ る 。 盲学校 で の 専 門的 な

支援 に基づ く教育 を経験 した た め、ど の よ うな

ニ ーズがある の か、また どの よ うな支援 があ る

とよ り学習が しやすい かが わ か り、 こ の ような

結果 に な っ た と推察 される 。 こ れは、小 ・中学

校に在籍 し て い る弱視児が 自ら の ニ ーズ を周囲

に伝えて い くこ とが困難である こ とを示 して い

る と考 えられる 。 さ らに、専門家 との 関わ りに

よ りニ ーズ の 自覚が 深ま っ た こ とか ら 、 小 ・中

学校 に在籍する弱視児の 支援 には視 覚障害教育

に特化 した専門家の 関わ りが非常 に重要 である

こ とが改め て示唆され た 。

　 2 ．小 ・中学校 に在籍する弱視児 へ の支援の

　　観点

　本研 究の結果か ら、小 ・中学校 に在籍す る弱

視児の 支援 に は 以 下 の 7 項 目が重要で ある と考

え られた 。

　（1）授業へ の 主体的な参加 を促す指導 ：本研

究で は、各教科にお い て 、 自身で作業 を行わず

一 8 一

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　



Association of Disability Sciences, Japan

NII-Electronic Library Service

Assoolatlon 　of 　Dlsablllty 　Solenoes 厂　Japan

小 ・中学校 に お い て 弱視児が 感 じ る困難 とそ の 対応

代行 して もらっ て い たた め に学習内容が わ か ら

なか っ た、授業に参加 して い る実感が な くつ ま

らなか っ た と い っ た 回答が多 く、 実際には授業

へ の 主体的な参加 を希望 して い た 。 鳥 山 （2006）

が、授業展 開にお い て は 、で きる だけ体験 を通

し て 自分の 感覚で イメ
ージをつ かむこ とが基本

に なる こ とを指摘 してお り、弱視児の 授業 へ の

主体的な参加 は極 めて重要で ある 。 その ため に

も主 体的な参加の ため の指導や環境の 工 夫が必

要 となる 。

　 （2）補助具の紹介 ・指導 ：本研究の 協力者 の

全員が何 らか の 視覚補助具 を活用 して お り、場

面に応 じて 補助具 を使 い 分 け学習 して い る協力

者が多か っ た。 補助具 を上手に活用で きる こ と

は学習の しや す さに大 き く影響する と考え られ

る 。 特別支援学校小学部 ・中学部学習指導要領

（2009）で は 、 視覚補助具 な ど の 活用 を通 し て

容易に情報の 収集や 処理が で きる よ う、視覚障

害の 状態等 を考慮 した指導方法の 工 夫が重要で

ある と してお り、これは小 ・中学校で 学ぶ 弱視

児 に とっ て も必要 な指導で ある と考 え られ る 。

特に単眼鏡や ル ーペ などの 弱視 レ ン ズ に つ い て

は 活 用 指導 が 重 要 に な る （五 十 嵐 ・大倉 ，

1995；太 田，1997 ；樋 口 ， 2005）こ とか ら、弱

視児に合 っ た レ ン ズを選定 し、活用指導を丁寧

に行 うこ とが大切で ある 。 また 、 協力 者 C に つ

い て は 中途視覚障害 であ っ た こ ともあ り、 補助

具に 関する知識が乏 しか っ た 。 補助具の 知識が

乏 しい 場合に はそれを紹介す る こ とも重要 であ

る 。

　 （3）見やす い 教材の提供 ：教科全体 にわ た っ

て 教科書や 図表 など の 教材の 見 えに くさが回答

され、そ の 困難 に対す る拡大教材提供 など の 支

援が行われ て い た 。 しか し、 現在か ら振 り返 り

必要だ と思 う希望 をみ る と、 さ らに見や す い 教

材の 提供や使用が多 く回答 され た 。 こ れは 、 盲

学校 で の 学習 を経験 した こ とに よ り、 弱視児に

とっ て見やす い 教材 の 工夫を知 り、 どの よ うに

する と自分が見やす い か を実感 したため で ある

と考え られ る 。 教材 を作成す る 際に は、文字が

小 さ くな りす ぎない ように留意 し、図表に おい

て は必要な情報のみ を残し簡略化あるい は コ ン

トラ ス トの 明確化 など の 配慮 （安達 ， 1999 ；香

川 ， 2005）をする こ とが大切 である 。

　（4）使 い や す い 用 具 の 紹介 ・教示 ：算数 ・数

学で の 作図器や家庭科 で の 糸通 し器 な ど、協力

者 は 自分 が使 い や す い 用具 を選び工 夫 して い

た 。 弱視児が 同級生 と同 じ用具を使 い に くい 場

合に は 、 弱視児が使い やす い もの を選ぶ視点が

重要 で ある （大内， 2009；森 ， 2012）。 さらに 、

用具の 使用技術が未熟である場合は、こ れ らの

使用技術を高め る た め の 指導 （大倉
・
朝守

・秋

山 ， 1991） も重要 になる と考え られ る 。

　（5）具体的な説明 ：特 に作業 を伴 う教科にお

い て指示語で の 説明の 困難が多 く回答 され 、 そ

の ために作業手順が理解で きなか っ た とする 協

力者が多か っ た 。 よ っ て 、 具体的 な説明の 希望

が挙げられ たと考えられる 。 弱視児 に対 して は

指示語 の 使用は なるべ く避け、具体 的な言葉 に

言 い 換 える こ とが 望 ま しい （青柳 ， 2011）。 また 、

指示語 を用 い る場合に は弱視児の 見やす い 距離

まで 近づ き、 学習内容 を理解 して い るか を確か

め なが ら説明する こ とが大切 で ある と考えられ

る 。

　 （6）障害 の 理解 ・周知 ：体 育で は球技の 困難

に対 して ル ール等 の 変更や 工 夫が 行われ て い る

場合 もあ っ たが 、
こ れ は弱視児の 難 し い 部分 を

周囲が 理解 した上 で な い とで きな い こ と で ある

と考え られる 。 周 囲の 教師や 友人は弱視 とい う

障害の 特性を理解 し、その 弱視児の難しい 作業

や ど の よ うな手伝 い が ある と助かるかな どに つ

い て知 る こ とが大切で ある 。 また、弱視児 自身

に対 して も自分 は どの よ うなと こ ろが見えに く

い の か、どの よ うな支援があ る とよ り学 習 しや

すい の か を気づ かせ 、周囲の 人 に上手に援助依

頼が で きる よ うなカ を身に つ けさせ る こ と （樋

口 ・小林 ， 2011）も大切で ある と考え られ る 。

　（7）移動の 際の 配慮 ：社会見学や 生活に お い

て 移動の しに くさが 回答され た。特 に社会見学

な ど の 学外 活動 にお い て は普段行 き慣れ て い な

い 場所で ある こ とか ら、建物の 造 りや段差の 位

置 など環境の 把握が 難 しい こ とが考 え られ る 。
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青柳 （2011） は 、 初め て 行 く場所や手がか りの

少 ない 場所 、 危険 な場所等で は周囲の 人の 支援

が 不可欠で あ るこ とを指摘 して い る 。 学外活動

にお い て は特に移動面にお い て 留意し、補助員

をつ けた り友人 と一緒に 移動 させ た りす る など

の 配慮が必要で あると推察 される 。 また、技術

などの 教室 にお い ては、の こ ぎりや彫刻刀 など

を皆で
一
斉に使うため、普段 は な い とこ ろ に道

具が あ り移動が しに くい 、怖 い とい う回答が 出

され た 。 こ の よ うな場合 に は 、 弱視児 が移動 し

や すい よ うに 物を整頓 して 置 くよ うに した り、

危 険だと思 われる場合に は声 をかけた りして 支

援 を行うこ とが重要で あ る と考 えられ た 。

　 3 ．視覚特別支援学校 （盲学校） との 連携

　本研 究を通 して 、 小 ・中学校 に在籍する弱視

児へ の 支援の 重要 な観点が上記 の 7項 目に整理

され たが 、 これ らは小 ・中学校単独で行 える支

援 で は な く、 視覚特別支援学校 （盲学校）等の

視覚障害教育に特化 した専門家の 助言が必要 と

なる 。 弱視学級 へ 自校通級 して い た協力者 B に

つ い て は他 の 協 力者 と比較 して 困難が少な く、

こ れ は 視覚障害教育の 専門家が学校生 活全般に

関わ り支援 を し て い た た め で ある と考 え られ

る 。

一
方 、 協力者 C に つ い て は中途視覚障害で

あ っ た こ と もあ り専 門 的な 支援が ほ とん どな

く、多 くの 困難を感じて い た 。 また 、 調査 の 結

果か ら、専門家が 関わ る こ とに よ り自身の ニ ー

ズの 自覚が深 まる こ とが示唆 された 。 こ れ らの

こ とか ら、視覚障害教育に携わ る専門家が小 ・

中学校 に在籍す る弱視児の 支援 に 関 わる こ とは

非常に重要で あ り、支援環境や 周囲の 理解 に よ

り学習状況が大 き く異 な る こ とが 明 らかに なっ

た 。 視覚特別支援学校 （盲学校）等の 地域の セ

ン ター的機能を活用 し、在籍学校 と視覚障害教

育の 専 門家が連携 を取 りなが ら小 ・中学校で学

ぶ 弱視児の教育的支援は行われ なければ な らな

い 。
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Elementary and  Lower  Secondary School Students with

  Visual Impairments  Cope  with  School Difficulties

      -  Focus on  Learning School S-bjects -

Ayumi  OYAMA,  Hideyuki  KOBAYASHI  and  Mayu  MORI

  The  nurnber  of children  with  visual impairments attending  regular  schools  in Japan has increased in

recent  years, [[he purpose ofthis  study  is to present information about  support  necessary  for students

with  visual impairments to successfuIIy  Iearn in inclusive educational  settings. The participants in this

study  were  eight  individuals with  visual  impairments who  had  attended  regular  elementary  or

elementary  and  lower secondary  schools.  They  were  interviewed about  difficulties they  faced and

assistance  they received  from friends or  teachers  to learn various  subjects  in a regular school  setting.

As  a  result,  overall,  participants indicated difficulty with  reading  letters and  verbal  explanations  of

demonstrations, On  the other  hand, focus on  characteristics of  school  subjects,  practical subjects

(science, RE,, etc)  have difficulty ofparticipation  in work  and  activity, and  academic  subjects  (social
studies,  mathematics,  etc) have difficulty with  reading  materials.  Finally, the study  presents seven

categories  of  support  needed  by students  with  visual  impairments in regular schools;  (1) guidance for

independent, active learning, (2) introduction and  instmction in the use  of  optical  aids,  (3) provision of

easily  accessible  teaching materials,  (4) introduction and  teaching easily  usable  implernents, (5)
concrete  varbal  explanations,  (6) understanding  and  publicity for disabilities and  (7) consideration  of

traveling.

Key  words:  Visual Impairments, Elementary Schools, Lower  Secondary Schools, Leaming  of  School

        Subjects
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